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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年10月6日(2016.10.6)

【公開番号】特開2015-69774(P2015-69774A)
【公開日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-024
【出願番号】特願2013-201881(P2013-201881)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ  23/00     (2015.01)
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   23/00     １５０　
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｊ
   Ｆ２１Ｖ   23/04     ５００　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ２３１　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　照明部１２は、図１に示すように、ｎ個（ｎ：自然数）のＬＥＤ素子Ｌ１、Ｌ２、・・
・、Ｌｎを備える。ｎ個のＬＥＤ素子Ｌ１～Ｌｎは、例えば、プリント基板上で、直列接
続されており、照明部１２に電源部３から供給される直流電圧ＤＣ＿Ｌにより、ｎ個のＬ
ＥＤ素子Ｌ１～Ｌｎの発光制御が実行される。照明部１２は、例えば、蛍光灯と同様の細
長い形状の管であって、その内部が空洞の管内に設置される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　また、照明部１２は、電源部３に接続され、電源部３から電圧ＤＣ＿Ｌが供給される。
照明部１２のｎ個のＬＥＤ素子は、電源部３からの電圧ＤＣ＿Ｌにより駆動される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　無線通信用モジュール２のバネ式接続端子２４ｅは、制御信号用端子であり、無線通信
用モジュール２から電源部３へ電源制御信号Ｃｔｌを送信するための接続端子である。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　このように、バネ式接続端子２４（２４ａ～２４ｅ）を設けた無線通信用モジュール２
を、照明用管端子部１４ａ内の無線通信用モジュール２を収納するスペースに挿入するこ
とで、
（１）電源供給用端子であるバネ式接続端子２４ａを、直接または配線を介して、電源部
３から直流電圧ＤＣ＿Ｗの供給するための端子に接続し、
（２）ＧＮＤ端子であるバネ式接続端子２４ｂを、直接または配線を介して、電源部３の
ＧＮＤ端子に接続し、
（３）バネ式接続端子２４ｃを、アンテナ部１１のアンテナエレメント部１１２の接続端
子部１１２ａに接続し、
（４）バネ式接続端子２４ｄを、アンテナ部１１のアンテナエレメント部１１２の接続端
子部１１２ｉに接続し、
（５）制御信号用端子であるバネ式接続端子２４ｅを、直接または配線を介して、電源部
３の電源制御信号Ｃｔｌの受信用接続端子に接続する、
ことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　無線通信用モジュール２Ａは、図７に示すように、スイッチ部２６と、マッチング部２
１Ａと、ＲＦ部２２Ａと、通信制御部２３Ａと、を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　スイッチ部２６は、第１アンテナ部１７および第２アンテナ部１８に接続されている。
また、スイッチ部２６は、通信制御部２３Ａからの制御信号を入力する。スイッチ部２６
は、アンテナ受信する場合、通信制御部２３Ａからの制御信号に基づいて、第１アンテナ
部１７および第２アンテナ部１８のうちのアンテナ感度の高い方のアンテナを選択し、選
択されたアンテナがマッチング部２１Ａに接続されるようにする。また、スイッチ部２６
は、アンテナ送信する場合、通信制御部２３Ａからの制御信号に基づいて、マッチング部
２１Ａの出力が、第１アンテナ部１７および第２アンテナ部１８のうちのアンテナ感度の
高い方のアンテナに入力されるようにする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　なお、スイッチ部２６は、アンテナ受信する場合、通信制御部２３Ａからの制御信号に
より指定される比率（例えば、内分比）により、第１アンテナ部１７からの出力と、第２
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アンテナ部１８からの出力とを合成し（例えば、内分比による合成を行い）、合成した出
力をマッチング部２１Ａに出力するようにしてもよい。また、スイッチ部２６は、アンテ
ナ送信する場合、通信制御部２３Ａからの制御信号により指定される比率（例えば、内分
比）により、マッチング部２１Ａからの出力が、第１アンテナ部１７および第２アンテナ
部１８に、分散して入力されるようにしてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　マッチング部２１Ａは、第１実施形態のマッチング部２１と同様の構成・機能を有して
いる。マッチング部２１Ａは、スイッチ部２６を介して、第１アンテナ部１７および／ま
たは第２アンテナ部１８に接続されたときのインピーダンス調整を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　通信制御部２３Ａは、基本的には、第１実施形態の通信制御部２３と同様の機能を有す
る。通信制御部２３Ａは、例えば、ＲＦ部２２Ａからの出力に基づいて、スイッチ部２６
を制御するための制御信号を生成し、生成した制御信号をスイッチ部２６に出力する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　具体的には、バネ式接続端子２５（２５ａ～２５ｇ）を設けた無線通信用モジュール２
Ａを、照明用管端子部１４ａ内の無線通信用モジュール２Ａを収納するスペースに挿入す
ることで、
（１）バネ式接続端子２５ａ、２５ｂを、それぞれ、第１アンテナ部１７のアンテナエレ
メント部の２つの接続端子部に接続し、
（２）バネ式接続端子２５ｃ、２５ｄを、それぞれ、第２アンテナ部１８のアンテナエレ
メント部の２つの接続端子部に接続し、
（３）電源供給用端子であるバネ式接続端子２５ｅを、直接または配線を介して、電源部
３から直流電圧ＤＣ＿Ｗの供給するための端子に接続し、
（４）ＧＮＤ端子であるバネ式接続端子２５ｆを、直接または配線を介して、電源部３の
ＧＮＤ端子に接続し、
（５）制御信号用端子であるバネ式接続端子２５ｇを、直接または配線を介して、電源部
３の電源制御信号Ｃｔｌの受信用接続端子に接続する、
ことができる（例えば、図９の下右図の状態を参照）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　照明制御システム３０００は、図１２に示すように、ネットワークＮ１（有線ネットワ
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ークＮ１）に接続されたマスター装置Ｍ１と、第１スレーブ装置Ｓ１と、第２スレーブ装
置Ｓ２と、第３スレーブ装置Ｓ３とを備える。有線ネットワークＮ１は、例えば、専用線
による有線ネットワークや、電力線に信号を変調して重畳させて通信するネットワーク（
例えば、電力線搬送通信ネットワーク（ＰＬＣネットワーク））等である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　第３スレーブ装置Ｓ３は、無線通信ネットワークＷ３を介して、照度センサＳＳ３１か
ら取得した情報を含む信号を、有線ネットワークＮ１を介して、マスター装置Ｍ１に送信
する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　脱着式無線通信用モジュールＷＭ１１は、第１スレーブ装置Ｓ１からの信号を、無線通
信ネットワークＷ１を介して受信する。具体的には、第１スレーブ装置Ｓ１からの無線信
号を、照明用モジュールＬＭ１１のアンテナ部１１（あるいは、第１アンテナ部１７およ
び／または第２アンテナ部１８）により受信する。そして、受信した信号に対して、脱着
式無線通信用モジュールＷＭ１１のマッチング部２１（または２１Ａ）、および、ＲＦ部
２２（または２２Ａ）による処理を実行する。これにより、脱着式無線通信用モジュール
ＷＭ１１の通信制御部２３（または２３Ａ）は、照明用モジュールＬＭ１１の照明部１２
の点灯を指示する信号を取得する。そして、通信制御部２３（または２３Ａ）は、電源部
３が、照明部１２に供給する電圧を、照明部１２のＬＥＤ素子Ｌ１～Ｌｎを点灯させるこ
とができる所定の電圧（所定の調光率を実現するための電圧）とするよう指示する電源制
御信号Ｃｔｌを、電源部３に出力する。
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